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• 被害^は現在本敛に对する割れ
«離折れをのぞいた〇 

D技。:桐高政径

,折れ,闰れの被・害木の割合,ただし,

Ds :血幹郃下限の直径

3 5年空以上では

五味沢地区夜弁いては.平迅地に比して,相斜地(2 0°内外)の方が被害も少な < 成艮もよいX 

また,平杰地内では,わずかでも小髙く凸出した部分か・てい。これは・打味沢地区で时,團学性 

の悪い土憂の分布が広く ・傾斜地や,凸出部の上うに,わずかでも理学性の良い部分において戍 

:沏:よくなっていると考えられる。

6 こんUの問題点

< i)间一地域内でも g深は,福所(地杉)により,年により大きな差がある 砒A調充は少 

なくとも5年間は継続して伯雪特性を明らかにする必要がある。一括して績專探政mといつ 

ても»その中で・良好な造林成,気を明待でさる部分と,天然更折を待たなければ左らない韻 

分とがでてくる,その仕分けを明らかKする必"安がある。

(II)造林限界の確定とこれ姓とも左う亲雪地帯｛てお、ける天然更新法の確立

uii)豪‘女地带になける保育規他のメニュー策定

uv)柏匚•にxり弱伏を跳&えす幼圈明の造林木は央定的な彼害を受けることは少なへ 囹伏在 

まぬがれ始めるuの喚に,削れ,格斤れ等の决定的仃痉を史ける。この衆,どのような杉の 

林木が破壊され.または破段をまぬかれるかを明らかにしないと,保母目陳を淀めることか 

でaをい,そのた司ては,幼綿ゆより社齢朗工至るまでの祓井&色蚀を追跡する必要があち

［〇国有林の土壤調査

!試験担当者

本楣土理‘閏麦却長 :竹欢秀燈

" 土姬必时長 :黑烏忠

〇 土盛易一研究室 :松斗尤端,久浜哲茂,小处俊館,毎沼试美

〇 土踊德二研究室 :沂名我之助

"士母!專三妍究室 :真F育久,前田苗三

〃地価砰究室 :木立正痢

化商指支榻土戴研究室 :蔵本正義,山本卷

柬北支哆背林炕三研究室 :山谷孝一

関西支榻玲?研究室 :河田弘

四可支場土幽研究室 :XKH3四雄,弁上輝一田

2 試験目的

国有林土以測武明業の推進およびその成果と技術の向上をはかること»また.土,洞俺成果の 

多角的何用をはかるため累顧した調査成果の地域的ならぴ絞全国的とりまと均方法を検討する

3 前年度までの経週とえられた結果

昭利2 3年度国有林土混酒査が陶始ざれるビ无立ら,昭和2 2年既ミに化海道5局を除く各営 

林司土敬曲？EH!当者を対象とし,現地講習会を2回:用催し,調旳法ならぴ利七體区分など土權 

調査に必要左技術の研修を・行なった,

以後連年,谷営•林局を対象としたお査の現!!!!指埠を行ない,・また,定期的に全国あるいは】蛔 

单位に吟;;S会をもち,調査技術の向上を計ってさ冬 昭利2 7年旺(匕海道5咼の土嶼湖蹄绵て 

,あたっては,前者と同様に技術研修を行ない以後は全国一様;C土率調控の推通て必要な技術指導 

を連年夹施した»

その間にあって,森林士础分酒ならびに国右林土壤調査方法棊準などの確定を行なうとともに, 

解明を耍する±i>J辟,土琅の特性に関して牡付帯研究として項目を起して検的を加え,以ドに記 

丸&する各報告出として成果を公我しく

〇 林野土型調近報吿1号;ブナ停土以の研究(森林士加分類)

〇 国有林林野土遡剑逐方広游(・M密坚準)

ノ林野土嬢调査方法解説書
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〇 林附土燉浙而図姻11 (痂休土・濒 須例示)

〇休野土率綺琵翎吿8サ;

n!赤色±^!の研夠1)

⑵・琮林士厚め阪水性｛てi毋する研究

⑸除林土愁〇水湿状懇(pF［面)

’们 チューリン法による土泌K或炭霑の定fitの険討ろ、よぴその改良忙ついて

⑸ 做土・：)土議型と化学的性質の関係について

(8 続の戒ク〇ム段塩滴定法について

卩)チロン亿よる鉄とチタンの比色定址您ついて

〇林野土应通说板告9号;

E 土 ふ尊片の作製法とそれの土密研究への足・用について

(2)スギ・ヒノキの成長と土壌条件

«3)北海定土複標準調花

(I )地形分オとその応用

(II)朝日"区

Uli)定馈歩巣区

(IV)知內中菜区

〇休野土崩洵査報告10号;

森林土咄の化学的性質お、よび腐植の形剧て渊する研究

〇 林野土機調査報吿11号；

泓林土域の啓学的性質とスギ・ヒノキの成&て圖する研究

〇 林野土灌渕査散告12ぢ;.

⑴ ヒバ林地術2わける土曲と森林生育との阕係

I2I 土舉の性質とトドマツの成長

〇 林野土削呼査帽告13号;

九州地方の赤色土とuれ田ともなう黒色土倒について

〇林野土勰詞査報告14号；

本邦赤色土の生成に閏する地致学ならびに纹物学的研究

一方・土驷岡査成果のとりまとめに関してせ,提出報告書を林業試験桃土灌調査部において審 

克を行左い‘終了したもの絞ついては当初林業試験場!て疹Sて,土線図,説明占ともK印刷刊行 

4-

していた力し扁没のあ靖により,途中から•土溪便日!届加みを試駅場で取扱い戈明書は皆該営林 

那:お、いて紺・刊彳?するXうに浸史された〇さらに昭和41年度からは,報吿の击奇を绶して, 

k,個,WJ.'Jと€に答用林燧てわいて印別刊行することになったI

この面における現在までの成果:dつぎのとあ、りである。

(I ) 土漉図停上ぴ成明那一括刊行のもの2 6経な区(J俄区)

ほか•津縫学陽務部ヒパ林也俄てついて・一洌があち(林野土型調盗浪吿2号〜7号舎照)

(II) 土碘図のみ卬刷

15 5皿榮区

4 41年度の就験附画

イ)現地指砰お、よび凶議

•!匕海:ifl・前僑紅ついては屯点的に現地指導を行なう。他磁こついては立地級景|査にから 

んだ指導”Xぴ既庄成果のとりまとめの指導を冇まう。

〇 )眼告爾の密楸勺5 〇散齢况施»

ハ)化学分析時 Xぴ土駐母材窯别

低山地域般色森林土約1〇 〇点の化学分析

緯酸吸収力測定分析法の検肘

黒色土期め母材・&別約I 0 〇点

一次他物組成検定にXる母材潘別法の検肘

二)森林土熒断面図集。)編纂

璟準断面標术一部補兒;听面のカラー写真応财15為 カラー写真の闭刷用製版的

2 5爲

6 41年度の微験経過と結果

イ)現地指導玲よぴ嘛蟻

化見,札幌・育森・秋田•前商•更京,名古屋,大阪.高知,能本のな林,風

〇 ) 泡告づめ審査お、•rぴ土城図印刷の指導

处古君の麻布ば5 8 ’扣業区を終了した。

土琅図印剧け祐殺のが悄により«41年度から各涔林局で実施することに左ったので,当眩各 

肖林局に対し・その業務指導を行なうとともに,図希その他及示法について提出が嶼単位に規 

惓を行なった〇

ハ)化学分祈わ.!Zび土融母材窺別
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紀伊半岛地域の羯色森M土の試科の喚を行ない,分析没討中。

上率の斌液吸収力詞定分析浅一一ダールグレイン氏の嘗滅定!iV去を応用し,従衆の慣 

行法あ、!び他の2 — 3 0沏定広と対比演讨し・大略つr 〇 Xうな侦向があることを碇湛 

しも

a)惧行法は新法よりも一役に俄が小さくでる。約1/2～1/冬

b ) 同一術面の各土柄の沏定値の大小による型は梢似型を示・丸(

c ) a)の原因は固定のさいのpHのちがいに命るものと判定される。

黑色土盛試料約10 〇点につさ.一次斂物毗の検定を行ない.［检て.X線制析,示錦分 

折卸定などの検时を加え,両者の竺を参照して,一次％:物,由成の結果のみで输易に母材•切定(と 

くに火山成混入度含)を行なう岑合の薦準矣の一部を作成した。

二)森林土翩面図染印)以算

断面のカラー写真慌必!5.以,住状"臓細尤3折而,印刷用製版2 5点をそれぞれ 

’終了しな.

6 こんごの問題点

イ)书1次调査;加日終了は林局の今後の调府内容

° )既住成果;てよるH単位(地破別)およぴ仝国球土型図の編腹方尖

ハ)とりまとめ土壊図の図示f触の決為

二)調査成果(土型)の生産力的評価

ホ)祸色森林土佯芥よぴ黒色土爭样の地域的特性を表示でさる亜群設定の検討

へ)土出図印剧の莒林局夾糜ともなう諸問題>
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1I材陪および成長量測定法の基礎調査

11-1 林分成程:3の換定および予測方法に関する研究

1武験担当者

涌定研究室:西沢正久,川燧幸蘇,推’林唆昭

2試験目的

固定標準地内の林木の成長』(直径・囹高,材がなど)のデータを用いて各成艮依の分布を 

妍究し,既住の各頻林分成也止の推定方法を検討し•成長飲抱定の飛遍プD,トサイズの決定, 

林木の配黄状眼による成駐靖河定本城シ4ミレーシ,ンで決定すること・凌た林分の成艮退 

程全時來列とみて取り扱う方法の研究.そし-Cあらゆる予測方法の点丑を検討して最終的に最 

遇な成長！itの予湖方法を・立tることを目的としている。このため少なくとも5朋問(1期間 

は3〜5年)にわたるH蹴した阳湖値を求めなければなら3飞

3 前年度までの経過とえられた結果

训年度むXび今年•延以降の固定標傘地の潮査年度なXび湖推回故は第1炎のとおりでわる。

今までに初られた結果の既耍e次のと丸、りであ3

(i)定期诳径成長那む徴明謔査の前谨階別本敏の移動をもとにして,照愁と书遠がある, 

DR /1)E (進級本牧の倍/拔時木敖の倍)法によって华木の溢号づけをし由へで求めるこ 

とができる。固定標準地の単木の潜号づけを行なった資料から求めた実也長けとUの方法で 

求めた成長扯とがどの位違うか,また固定標準地の歌時の应径の理曲分•布を検討し,それか 

ら次めた確滔分布を用いてDR/ DE法で有効な推定が莉われるかどうかを前擒袞林局,IW 

橋営林署皆内19 9林班ろ小班内に設定したQ 5 ha(10 0 mX 5 0 m )のスギの固定標 

筆地(設!定13年生)の19 5 9年と19 6 4年の宜径測定の資料上、よび長野営林局,王滝 

営林脱T内19林旺は小班内に設定した〇.。1haのヒノや固定球準地(没定時8 0年先) 

の1950年•1955年,1 960年,19 6 5年の4回にわたる豆徑渊定の資料を用い 

て分析を行なつ&

いずれの摞準地も単木の瘠号づけを行ない直径湖定は2 R括約で行左われている,各林木 

の带i母にあ、ける相対応した应｛£澜定値を差弓IくことKよって実際の定勃政径成長拍:を求め, 

期出年数で割って速年直径戒艮收になふ、し志 朗首の再伝浩ごとに性とめて叶算:した平均さ 

れた運年直径成長纣をもって灾成艮叭としふ

次にD11/ D E咲を適用するために各•林木全はず曜初の年既の直径を用いて底您階ごとに
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